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チャレンジ！夢に向かって
～ふるさとを愛し、一人一人が「か・が・や・く」国見の子の育成～

ほろわんぱーく出前授業

４月30日（金）に県立保呂羽山少年自然の家（愛称：ほろわんぱーく）の職員の方
を講師にお招きし、ＰＡ（プロジェクトアドベンチャー）の出前授業を行いました。
ＰＡ（プロジェクトアドベンチャー）というのは、冒険を活動の柱にし、課題に対し

て仲間とコミュニケーションをとりながら解決していくアメリカが発祥の教育手法で
す。県教育委員会では、長い間、ＰＡプログラムを学校教育や社会教育の場で活用して
います。その専門的な研修を積んでいるのが、少年自然の家の職員の皆様です。
３時限目は、１・２年生には教室で○○○○さん（キャンピングネーム：ばっけＤＸ）

と○○○さん（キャンピングネーム：おじょー）から指導していただき、３・４年生に
はワークスペースで○○○○さん（キャンピングネーム：なべちゃん）から指導してい
ただき、５・６年生には体育館で○○○○○さん（キャンピングネーム：ユノさん）と
○○○○さん（キャンピングネーム：よっちゃん）から指導していただきました。また、
４時限目は、全校児童を対象に体育館で○○○○さんから指導していただきました。縦
割り班ごとに、４つのアクティビィティを体験しました。
終わりの会では、全校児童を代表して６年生の○○○○さんが「１年生は初めてだっ

たけれど笑顔で参加していたし、みんなで楽しむことができてよかったです。ありがと
うございました。」と御礼の言葉を発表してくれました。
体験活動は、豊かな人間性、自ら学び、自ら考える力などの生きる力の基盤、子ども

の成長の糧としての役割が期待されています。横手市にある県立保呂羽山少年自然の家
では、様々な自然体験をすることができます。７月には、県立保呂羽山少年自然の家で
次のような事業が予定されています。事業や申し込みの詳細については、県立保呂羽山
少年自然の家ホームページを御覧ください。

事業名 期日：７月６日（土）
１ アウトドア・チャレンジⅠ 対象と人数：小学１年～３年生 15名程度

初めての野外体験でも大丈夫！沢遊びや自然素材工作にチャレンジします。

事業名 期日：７月13日（土）
２ アウトドア・チャレンジⅡ 対象と人数：小４年～６年生 15名程度

初めての野外体験でも大丈夫！沢遊びや自然素材工作にチャレンジします。

事業名 期日：７月26日（金）～７月28日（日）
３ チャレンジキャンプinほろわ 対象と人数：小学4年～中学生 15名程度

テントを設営して泊まる体験や野外体験にチャレンジします。

お知らせ
ほろわんぱーく出前授業の様子は、学校ホームページのギャラリー（行事写真）及び

校内のワークスペース前にある行事写真コーナーに掲載しています。御覧いただけます
と幸いです。


